
令和７年度　第一薬科大学【看護学部】
一般選抜試験問題［Ⅰ期］第２回

試験選択科目 生　物 数　学 国　語

受
験
番
号

氏
名

令和７年１月30日（木）　　10時00分～12時00分

［注意事項］
 1 ． 受験票は机の前方に常に提示しておく。
 2 ．  机の上には，鉛筆，消しゴム，時計のほか予め許可されているもの以外は置か

ない。
 3 ．  携帯電話，スマートフォン，腕時計型端末等の電子機器類は必ず電源を切っ

て，かばんの中にしまう。（アラーム等の音がでる設定は解除する。）
 4 ．  開始の指示にしたがって，直ちに問題冊子および解答用紙を確認する。
  生物は 1 ～ 11 ページ，数学は 13 ～ 18 ページ，国語は 19 ～ 35 ページである。

解答用紙は試験選択科目ごとに 1枚，合計2枚である。
 落丁等があれば，手をあげて監督者に知らせる。
 5 ．  はじめに問題冊子の試験選択科目欄に選択した科目を丸でかこみ，受験番号，

氏名を記入する。解答する科目は必ず受験票と同じものを選択する。
 6 ．  つづいて解答用紙に受験番号，氏名，試験科目を記入し，受験番号欄をマーク

する。
 7 ．  解答用紙に，正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことが

ある。ダブルマーク（一列にマークを二つ塗る）されている場合は，採点の
対象外になる。

 8 ．  問題冊子の空白部分はメモや計算などに適宜使用してよいが，切り離してはい
けない。

 9 ．  途中退出は認めない。
10．  問題冊子および解答用紙は，いずれも持ち出してはならない。

試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

学  校  法  人　　都  築  学  園
第 一 薬 科 大 学
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問１，問２　ヒトの内分泌系に関する以下の文章を読み，設問に答えよ。

ヒトのホルモン分泌は，主に（　ア　）と呼ばれる部位が司令塔として機能

し，その下にある（　イ　）が指令を受けて各種ホルモンを分泌する。例えば，

甲状腺刺激ホルモン（TSH）は下垂体（　ウ　）から分泌され，甲状腺に作用し

て（　エ　）を生成・分泌させる。この仕組みは（　オ　）のフィードバックに

より調節され，特定のホルモン濃度が上昇すると，その分泌を抑制するような制

御がはたらく。

問１　文章中の空欄（ア）～（オ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ 視床下部 下垂体 前葉 チロキシン 負
2 小脳 下垂体 後葉 バソプレシン 正
3 視床下部 脳幹 前葉 チロキシン 負
4 小脳 脳幹 後葉 チロキシン 正
5 視床下部 下垂体 前葉 バソプレシン 負

問２　ヒトの代表的な内分泌腺とホルモンの組合せのうち，誤っているのはどれか。

1　ランゲルハンス島（α細胞） － グルカゴン　　 
2　ランゲルハンス島（β細胞）－ インスリン　　 
3　副腎皮質 － アドレナリン
4　下垂体前葉 － 成長ホルモン
5　副甲状腺 － パラトルモン

設問は20題ある。

解答はそれぞれの設問の選択肢の中から１つ選び，解答用紙に

問１～問20の該当する箇所を鉛筆でぬりつぶすこと。
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問３，問４　ニューロンによる電気的信号の生成に関する以下の文章を読み，設問に答

えよ。

ニューロンの細胞膜には（　ア　）と呼ばれる電位差が存在し，外側が正， 

内側が負に帯電している。細胞が刺激されていないときの（　ア　）の状態を

（　イ　）といい，主にNa＋と（　ウ　）の濃度差とイオンチャネルのはたらきに

よって維持される。刺激が加わり，（　エ　）が生じるためには，一定の閾値を

超える必要がある。このとき，（　ア　）が急激に変化し，（　オ　）と呼ばれる状

態になる。この（　オ　）は隣接する部位に伝わり，ニューロン全体を（　エ　）

させる。

問３　文章中の空欄（ア）～（オ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ 活動電位 脱分極 K＋ 再分極 静止電位
2 活動電位 脱分極 Ca＋ 興奮 静止電位
3 膜電位 静止電位 K＋ 再分極 活動電位
4 膜電位 静止電位 K＋ 興奮 活動電位
5 膜電位 静止電位 Ca＋ 興奮 活動電位

問４　「全か無かの法則」の説明として，正しいのはどれか。

1　ニューロンは刺激の強さに応じて活動電位の大きさを変える。
2　刺激が閾値を超えれば活動電位が発生し，閾値以下では発生しない。
3　ニューロンの膜電位は常に一定であり，刺激の強さに依存しない。
4　刺激が強いほど活動電位の伝導速度が速くなる。
5　刺激が閾値を超えると活動電位は無限に増幅される。
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問５　以下の文章中の空欄（ア）～（イ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

同種の集団内で1％以上の頻度で見られる塩基配列の個体差を（　ア　）とい

う。（　ア　）のうち，塩基配列の特定の位置で1塩基対の置換が見られるとき，

これを（　イ　）という。ヒトの場合，（　イ　）は約1,300塩基対に1対の割合で

存在すると推定されている。ただし，DNAの中に均等に存在するのではなく，アミ

ノ酸配列を指定しない領域に多いなど，部位によって差が見られる。

（ア） （イ）
１ 遺伝子座 SRY
2 遺伝的多型 SNP
3 遺伝子座 BMP
4 遺伝的多型 SRY
5 遺伝子座 SNP
6 遺伝的多型 BMP

問６　アミノ酸4個が配列する組合せは何通りあるか。

1　4通り
2　80 通り
3　1,600 通り
4　8,000 通り
5　160,000 通り　
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問７　解糖系に関する以下の文章中の空欄（ア）～（オ）に当てはまる語句および数値

の正しい組合せはどれか。

呼吸基質がグルコースである場合，まず，1分子のグルコースは，サイトゾルに

おいて，2分子の（　ア　）に分解される。この解糖系の過程は何種類もの酵素に

よって進められる反応である。解糖系では，グルコース1分子当たり，（　イ　）

分子のATPが使われ，（　ウ　）分子のATPが新たにつくられるため，差し引き

（　エ　）分子のATPが合成される。

解糖系では，基質に結合している（　オ　）とADPの反応によってATPが合成

される。この反応を基質レベルの（　オ　）化とよぶ。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ アセチルCoA 2 4 2 エタノール
2 ピルビン酸 2 4 2 乳酸
3 アセチルCoA 3 6 3 リン酸
4 ピルビン酸 3 6 3 エタノール
5 アセチルCoA 2 4 2 乳酸
6 ピルビン酸 2 4 2 リン酸
7 アセチルCoA 3 6 3 エタノール
8 ピルビン酸 3 6 3 リン酸

問８　植物は，CO2とH2Oを用いて，クロロフィルで吸収した光エネルギーを使い

C6H12O6を合成する光合成を行っている。このとき，同時にO2も排出される。50 gの

CO2が吸収されたとき，生産されるグルコースの量（g）として，最も近い値はどれ

か。ただし，原子量はC＝12，H＝1，O＝16とする。

1　1.0 g　　　 2　2.0 g　　　 3　3.0 g　　　 4　5.0 g
5　10 g　　 　 6　20 g　　 　 7　30 g　　 　 8　50 g

－4－－6－



問９　mRNAの塩基配列をもとにタンパク質が合成される過程を何とよぶか。

1　合成　　　 2　翻訳　　　 3　転写　　　 4　複写　　　 5　複製

問10　発芽の抑制に関わる植物ホルモンはどれか。

1　エチレン　　　　 2　サイトカイニン　　　 3　アブシシン酸
4　ジベレリン　　　 5　オーキシン　　　　　 6　フィトクロム

問11　ソラマメの核相は 2n = 12 である。乗換えが起こらなかったとすると，生じる配

偶子の染色体の組合せは何通りになるか。

1　4通り　　  　 2　6通り　　　  3　12通り　　　
4　16通り　　　 5　64通り　　　 6　128通り

問12　免疫のしくみに関する以下の文章中の（ア）～（ウ）に当てはまる語句の正しい

組合せはどれか。

病原体が体内に侵入すると，白血球の一種である樹状細胞や（　ア　）に取り

込まれて分解される。それとともに，侵入した抗原に対する情報が（　イ　）に

伝達される。情報を受けた（　イ　）は，（　ウ　）を刺激する。（　ウ　）は刺

激を受けると増殖し，抗体産生細胞に分化し，抗体を産生する。この抗体は免疫

グロブリンと呼ばれるタンパク質である。

（ア） （イ） （ウ）
１ 肥満細胞 ヘルパー T細胞 B細胞
2 肥満細胞 B細胞 キラー T細胞
3 マクロファージ ヘルパー T細胞 B細胞
4 マクロファージ キラー T細胞 ヘルパー T細胞
5 好中球 B細胞 ヘルパー T細胞
6 好中球 キラー T細胞 B細胞
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問13～問16　細胞のつくりとはたらきに関する以下の文章を読み，設問に答えよ。

真核細胞と原核細胞では，細胞の大きさや細胞内部の構造は大きく異なってい

るが，両者とも細胞膜に包まれている。真核細胞で発達している細胞小器官の膜

も同じ構造をしており，これらをまとめて生体膜という。生体膜は，膜内外の物

質の輸送，細胞間の情報伝達など重要なはたらきをしている。さらにそれらの情

報をもとに，遺伝子発現が調節され，様々なタンパク質が合成される。病原体か

ら身体を守る免疫機構でも，多くのタンパク質が機能している。

問13　以下の文章中の空欄（ア）～（ウ）に当てはまる数値の正しい組合せはどれか。

生体膜について，真核細胞の細胞膜は，（　ア　）の二重膜からできており，

（　イ　）の部分を外側に，（　ウ　）の部分どうしを内側に向けた構造をしてい

る。

（ア） （イ） （ウ）
１ タンパク質 親水性 疎水性
2 タンパク質 疎水性 親水性
3 アミノ酸 親水性 疎水性
4 アミノ酸 疎水性 親水性
5 リン脂質 親水性 疎水性
6 リン脂質 疎水性 親水性
7 ブドウ糖 親水性 疎水性
8 ブドウ糖 疎水性 親水性
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問14　生体膜における一般的な物質の輸送に関する記述のうち，正しい組合せはどれ

か。

ａ　グルコースはチャネルにより細胞膜を通過する。　　　
ｂ　動物の細胞外は，細胞内よりナトリウムイオンの濃度が高い。
ｃ　カルシウムイオンは，担体(運搬体タンパク質)により細胞膜を通過する。
ｄ　チャネルにおいて，濃度勾配にしたがって物質が輸送されるしくみを能動輸送
という。

ｅ　腎臓の集合管上皮の細胞膜にはアクアポリンという水分子を通すチャネルがあ
る。

1　（ａ，ｂ）　　　 2　（ａ，ｃ）　　　 3　（ａ，ｄ）　　　 4　（ａ，ｅ）
5　（ｂ，ｃ）　　　 6　（ｂ，ｄ）　　　 7　（ｂ，ｅ）　　　 8　（ｃ，ｄ）
9　（ｃ，ｅ）　　　10　（ｄ，ｅ）

問15　細胞膜の一部が陥入して，細胞外の物質を取り込むはたらきはどれか。

1　エキソサイトーシス　　　 2　能動輸送　　 3　受動輸送
4　エンドサイトーシス　　　 5　拡散

問16　細胞から分泌されるタンパク質が合成され，細胞外に放出されるまでの記述と

して，誤っているのはどれか。

1　タンパク質は滑面小胞体表面で合成される。
2　小胞が細胞膜と融合し，タンパク質は細胞外へ放出される。
3　合成されたタンパク質は，膜タンパク質を通って小胞体へ入る。
4　小胞体の一部がタンパク質を包んだ小胞として分離し，ゴルジ体へ運ばれる。
5　ゴルジ体で修飾されたタンパク質は，ゴルジ体から分離した後，細胞膜へ移

動する。
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問17　生物の分類に関する説明文のうち，正しいのはどれか。

1　細菌は，独立栄養のみで生育する生物である。
2　乳酸菌は，粘菌類に分類される。
3　極限環境で生育する超好熱菌は，アーキアに分類されている。
4　コケ植物は，真核生物の原生生物に分類される。
5　イソギンチャクは，真核生物の中でも藻類に分類される。

問18　ある湖沼の各栄養段階における太陽エネルギー，生産者，一次消費者，二次消費

者の総生産量（同化量）がおおよそ，500,000，470，62，13 J/cm2・年となった。この

とき，一次消費者のエネルギー効率はいくらになるか。最も近い数値を選べ。

1　0.01 %　　　 2　0.09 %　　　 3　2.77 %　　　
4　13.2 %　　　 5　21.0 %

問19　ある湖沼に生息するフナの個体数を推定するため，標識再捕法を用いた調査を

行った。

　【1回目の調査】

湖沼からランダムに500個体のフナを捕獲し，すべてに標識をつけて放流した。

　【2回目の調査】

1回目の調査の2週間後，同じ方法で600個体のフナを捕獲したところ，40個体

に標識が確認された。

この湖沼に生息するフナの総個体数として適切なものはどれか。ただし，1回目

と2回目の調査の間に湖沼内のフナの個体数に増減はなかったものとする。

1　3,500 個体　　　 2　4,500 個体　　　 3　5,000 個体　　　
4　7,500 個体　　　 5　10,000 個体
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問20　河川は，洪水などにより大規模なかく乱が生じた後でも，もとの生態系の状態へ

戻すことができる能力がある。これを示す言葉として，最も適切なものはどれか。

1　適応性　　　 2　安定性　　　 3　多様性　　　
4　復元力　　　 5　一次遷移
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 一  次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 種 々 の 学 術 の 中 で 科 学 、 特 に 数 学 や 自 然 科 学 は 純 粋 に 客 観 的 な も の で あ り 、 し た が っ

て 最 も 国 際 的 な も の と し て 考 え ら れ て き た の は ほ と ん ど 当 然 と 見 な さ れ て い た に も か か

わ ら ず 、 ひ と た び ド イ ツ に お い て ナ チ ス 政 治 が は じ め ら れ る に お よ ん で 、 そ の 強 ㋐ レ ツ な

国 粋 主 義 の 実 現 と と も に 、 ユ ダ ヤ 思 想 の ㋑ ハ イ 撃 が 行 わ れ 、 つ い に 科 学 の 民 族 性 の 主 張 が

叫 ば れ 、 ド イ ツ 数 学 や ド イ ツ 物 理 学 の ご と き が 強 調 せ ら れ る に 至 っ た の は 、 Ａ 世 界 に お

け る 一 つ の 驚 く べ き 思 想 的 異 変 と い わ ね ば な ら な い 。

　 　 　 Ⅰ 　 　 国 粋 主 義 の し ょ う ど う は 日 本 に お い て も
（ 注 １ ）
近 時 い ち じ る し く 盛 ん で あ る

の は 、
　 　 Ⅱ 　 　 ド イ ツ に 似 て い る と も い わ れ る で あ ろ う 。 　 　 Ⅲ 　 　 こ こ に は か の ご と き 

　 　 ａ 　 　 強 圧 は 行 わ れ て い な い と は い っ て も 、 口 に 日 本 精 神 を 称 え な い も の は あ た か も

非 国 民 で あ る か の ご と く に 見 な さ れ る ば か り で あ る 。 ま こ と に 恐 ろ し い 世 の 中 で あ る と

い わ ね ば な ら な い 。
　 　 Ⅳ 　 　 、 し か し わ れ わ れ は ど こ ま で も 冷 静 に こ の 日 本 精 神 な る も

の の 内 容 を 検 討 し て ゆ く こ と を 忘 れ て は な ら な い 。 そ こ に は わ れ わ れ が 今 日 ぜ ひ と も 必

要 と す る 

　 　 ｂ 　 　 思 想 が ど れ ほ ど 含 ま れ て い る の で あ る か 。 　 　 Ⅴ 　 　 こ れ が 十 分 で な い

と す る な ら ば 、 そ れ は そ も い か な る 事 情 に 由 来 す る の で あ る か 。 こ れ ら に 関 す る 

　 　 ｃ 　 　 

な 考 察 は 、 わ れ わ れ の 日 本 文 化 を 将 来 に お い て 正 し く 導 く た め に 絶 対 に 必 要 で あ っ て 、 か

よ う な 考 慮 な し に 単 に 国 粋 主 義 を 固 ㋒ シ ツ す る の は む し ろ は な は だ 危 険 な 

　 　 ｄ 　 　 傾

向 で あ る と せ ね ば な ら な い で あ ろ う 。

　 私 の 見 る と こ ろ で は 、 日 本 精 神 と い え ど も 、 そ の 中 に は 民 族 に 固 有 な 、 い わ ば 

　 　 ｅ 　 　 

な 要 素 も あ り 得 る で あ ろ う が 、 し か し 同 時 に 歴 史 的 に 日 本 文 化 が 形 作 ら れ て 来 た 過 程 に

お け る 環 境 に よ っ て 支 配 さ れ た 多 く の 要 素 を も 含 ん で い る の で あ る 。 そ れ 故 に す で に 環

境 の 異 な る 有 様 に 到 達 し た 上 で は 、 わ れ わ れ は む し ろ こ こ に 適 応 す る 精 神 内 容 を 十 分 に

発 達 さ せ ね ば な ら な い の で あ っ て 、 そ う で な く て は 国 家 や 民 族 の 発 展 も 期 し 得 ら れ な い

の は 、 こ れ こ そ 進 化 学 の 普 遍 的 原 理 で あ る 。 環 境 の い か ん に か か わ ら ず 、 従 来 の 精 神 思

設 問 は 29 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び 、

解 答 用 紙 の 問 １ 〜 問 29 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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想 を 単 に そ の ま ま に 固 守 す る こ と を 原 理 と す る ご と き 国 粋 主 義 は 、 そ れ の ㋓ ヘ ン 狭 性 と

独 断 性 と に よ っ て 、 や が て そ れ 自 身 を 衰 滅 せ し め る で あ ろ う こ と は 、 恐 ら く 科 学 的 に 実

証 さ れ る の で あ る 。 す な わ ち 国 粋 主 義 は そ れ の 精 神 内 容 が 現 実 の 環 境 に ど こ ま で 適 応 す

る か 否 か を Ｂ つ ま び ら か に 検 討 し た 上 で 、 は じ め て そ の 価 値 を 判 断 し 得 る の で あ っ て 、 こ

れ を 欠 い て 単 に そ れ に 走 る こ と は 、 Ｃ あ た か も 断 崖 に む か っ て 盲 目 的 に 突 進 す る と 同 様

の 危 険 性 を さ え 包 蔵 す る と 考 え ら れ る 。 

　 　 ① 　 　

　 私 は 従 来 の 日 本 文 化 が 科 学 的 思 想 に お い て き わ め て 貧 困 で あ っ た こ と を い い た か っ た

の で あ る 。 日 本 の み で な く
（ 注 ２ ）
支 那 や イ ン ド を 含 む 東 洋 に お い て 何 故 に 自 然 科 学 が 興 ら

な か っ た か と い う こ と に つ い て は 周 到 な 検 討 を 要 す る と 思 う 。 こ れ を も っ て 単 に 東 洋 精

神 の な か に 科 学 的 思 想 が 欠 け て い る と い う こ と に 帰 す る だ け で は 何 の 価 値 も な い 。 そ れ

は 確 か な 事 実 で あ る に は ち が い な い が 、 こ の 事 実 を 結 果 せ し め ね ば な ら な か っ た と こ ろ

の 過 去 の 歴 史 的 環 境 が ど ん な も の で あ っ た か を 、 わ れ わ れ は 分 析 考 究 し な く て は い け な

い 。 そ の 上 で は じ め て 民 族 的 本 質 の 姿 が 真 に 闡
せ ん め い
明 せ ら れ る の で あ っ て 、 だ か ら こ そ 私 は 一

定 の 環 境 の も と に の み あ ら わ れ た 過 去 の 精 神 内 容 を た だ ち に わ れ わ れ に 固 有 な も の と 思

惟 す る の を 誤 っ て い る と す る の で 、 こ れ に つ い て も 真 に 科 学 的 な 心 理 考 察 を 要 す る と 考

え る の で あ る 。

　 　 ② 　 　

　 す で に 一 般 に 知 ら れ て い る と お り に 、 日 本 文 化 の 特 質 は 、 い つ も 具 象 的 な 直 観 的 な 事

物 考 察 に お い て あ ら わ れ 、 し か も そ れ が 他 に 比 類 を 見 な い ほ ど な 緻 密 細 微 の 域 に 到 達 し

て い る の で あ る 。 同 一 の 意 の 言 語 の 表 現 様 式 が き わ め て 多 種 類 に わ た る と い う わ が 国 語

の 特 異 性 や 、 日 本 文 学 お よ び 他 の 芸 術 に お け る 情 趣 的 感 覚 の 一 種 の 風 格 や い わ ゆ る 諸 芸

道 の 独 自 的 な 発 達 の ご と き は 、 こ と ご と く Ｄ こ れ に 属 す る も の で あ る 。 と こ ろ が こ れ に

反 し て ① 抽 象 的 な 論 理 的 な 思 考 に 至 っ て は そ の 見 る べ き も の が き わ め て 稀
ま れ

で あ る と い う

こ と は 、 実 に 驚 く ば か り で あ る 。 だ が 、 し か し こ の 事 に よ っ て た だ ち に わ が 日 本 民 族 に は

か よ う な ② 抽 象 的 論 理 的 思 考 が 先 天 的 に 欠
け つ じ ょ

如 し て い る と 速 断 し て は い け な い 。 

　 　 ③ 　 　

　 私 は し か し こ こ に 注 目 す べ き 一 つ の 事 実 を 捉
と ら

え る こ と が で き る よ う に 思 う 。 日 本 人 が

具 象 的 な 直 観 的 な 事 物 考 察 の み を 行 っ て い た と い う こ と は 、 与 え ら れ た 自 然 的 環 境 の な

か に 満 足 を も と め て い た の を 意 味 す る の で あ る 。 た と い そ の 国 土 が 各 自 の 生 活 に 対 し て

恵 ま れ た も の で あ っ た と し て も 、 そ れ 以 上 多 く を 求 め る こ と に あ え て 進 ま な か っ た と い

う の は 、 確 か に そ れ だ け 楽 天 的 も し く は Ｅ 諦 念 的 で あ っ た ゆ え で は な い で あ ろ う か 。 西

欧 人 が む し ろ 陰 惨 深 刻 な 性 情 を も っ て い る の に く ら べ て 、 日 本 人 は か え っ て 安 泰 明 朗 で
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あ る 。 支 那 に お い て 仏 教 が 著 し く 厭 世 的 否 定 的 で あ る の に く ら べ て さ え 、 日 本 に 伝 来 し

て は 確 か に そ の 傾 向 を 薄 く し て い る 。 も し か よ う な も の が わ れ わ れ の 民 族 的 特 質 で あ る

と す る な ら 、 そ れ は や や も す れ ば わ れ わ れ を
（ 注 ３ ）
偸

と う あ ん
安 的 に 導 く も の と し て 大 い に 戒

い ま し
め ね

ば な ら な い と 思 わ れ る 。 

　 　 ④ 　 　

　 し か し こ れ と て も 穏 和 な 美 し い 風 土 に 恵 ま れ た と と も に 、 従 来 日 本 が 国 際 的 孤 立 の 環

境 に 置 か れ て 、 外 敵 を 憂 え る こ と を ほ と ん ど 要 し な か っ た よ う な 多 年 の 歴 史 が 国 民 に か

よ う な 習 性 を 形 作 る に 至 ら し め た と 見 る こ と が お そ ら く 正 し い の で あ っ て 、 単 に ③ 抽 象

的 に こ の 歴 史 的 地 理 的 環 境 か ら 引 き 離 し て 民 族 性 を 考 え る こ と は 人 間 心 理 の 発 展 過 程 を

無 視 し た も の で あ ろ う 。 

　 　 ⑤ 　 　

　 と も か く こ の よ う に し て 東 洋 の 学 術 は ほ と ん ど ④ 抽 象 的 直 観 的 思 考 の 上 に 成 り 立 っ て

い る 。 自 然 科 学 的 な も の と し て は 、 わ ず か に 暦 学 や 漢 方 医 学 や 本
ほ ん ぞ う

草 学 の ご と き が あ る に

過 ぎ な い が 、 そ れ ら が ま っ た く 直 観 的 経 験 の 上 に の み 形 作 ら れ 、 一 歩 も ⑤ 抽 象 的 に 進 ま

な か っ た の は 、 む し ろ 顕
け ん ち ょ

著 な 観 を 呈 し て い る 。 多 く の 実 用 的 な 諸 技 術 の ま た 同 様 で あ っ

た の も 注 目 さ れ ね ば な ら な い 。

　 と こ ろ が こ の 間 に あ っ て ひ と り 数 学 が は な は だ ⑥ 抽 象 的 に 進 ん だ の は 一 見 奇 異 の 感 が

あ る 。 す な わ ち 和
わ ざ ん

算 と 称 せ ら れ る も の は 最 初 は 支 那 の 算 法 か ら 発 展 し た も の で あ る が 、

十 七 世 紀 以 後 大 い に 進 み 、 関
せ き

孝
た か か ず

和 （ 一 六 四 二 ― 一 七 〇 八 ） に 至 っ て は 、 筆 算 式 代 数 学 の

創 案 を は じ め と し 、 方 程 式 論 、 行 列 式 論 、 無 限 級 数 、 極 大 極 小 の 問 題 、 整 数 論 、 三 角 術

等 に 関 す る 高 等 数 学 を と り あ つ か い 、 そ の 著 し い 発 達 を 実 現 せ し め た こ と は 、 実 に 驚 く

に 足 り る 。 爾
じ

後
ご

明 治 の 初 年 に 至 る ま で 多 く の 和 算 家 が 輩 出 し た が 、 こ の 一 事 は 日 本 人 に

お い て も ま た 抽 象 的 論 理 的 能 力 が 決 し て 欠 け て い る も の で な い こ と を 示 す 一 つ の 実 証 と

し て 、 わ れ わ れ の 大 い に 意 を 強 う す る に 足 り る も の で あ る 。 だ が し か も そ れ は 一 般 に い え

ば か え っ て あ ま り に も 抽 象 的 に 過 ぎ る も の で あ っ た 。 つ ま り 、 こ れ ら の 和 算 家 の と り あ つ

か っ た 問 題 は す べ て そ れ 自 身 知 能 的 技 術 を 誇 示 す る も の で し か な か っ た 。 そ れ は あ た か

も 碁 、 将 棋 の よ う な 知 能 的 遊 戯 と 同 等 の 観 さ え あ る 。 し か も 当 時 の 封 建 的 社 会 に あ っ て 、

こ れ ら の 知 識 は い た ず ら に 秘 伝 と し て 隔 絶 せ ら れ て 、 一 般 的 普 及 の 機 会 を 失 う と と も

に 、 こ の 抽 象 的 思 考 を 他 の 具 体 的 事 物 の 上 に 利 用 す る こ と が ま っ た く 行 わ れ な か っ た 。

（ 注 １ ） 昭 和 十 二 年 頃 の 文 章 が 出 典

（ 注 ２ ） 中 国 ま た は そ の 一 部 の 地 域 に 対 し て 用 い ら れ る 地 理 的 呼 称

（ 注 ３ ） 目 先 の 安 楽 を む さ ぼ る さ ま

 「 科 学 と 技 術 」 「 日 本 文 化 と 科 学 的 思 想 」 石 原　 純
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問 １ 〜 問 ４　 傍 線 部 ㋐ 〜 ㋓ に 相 当 す る 漢 字 を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の 傍 線 部 １ 〜 ４ の う

ち か ら 、 そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

　    　 　 １ 　 レ ッ 傷 を 負 う　 　 　

問 １　 ㋐ 強 レ ツ
 　 　 ２ 　 レ ッ 火 の ご と く 怒 る　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ３ 　 条 件 を レ ッ 挙 す る　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ４ 　 レ ツ 悪 な 商 品

　    　 　 １ 　 寺 院 の ハ イ 観 料　 　 　

問 ２　 ㋑ ハ イ 撃　

 　 　 ２ 　 条 約 を ハ イ 棄 す る　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ３ 　 車 の ハ イ 気 ガ ス　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ４ 　 憧 れ の 映 画 ハ イ 優
   　  　 　 １ 　 小 説 を シ ッ 筆 す る　 　 　

問 ３　 ㋒ 固 シ ツ

 　 　 ２ 　 シ ッ 責 を 受 け る

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ３ 　 シ ツ 疑 応 答 す る　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ４ 　 期 限 切 れ で シ ッ 効

    　 　 １ 　 雑 誌 の ヘ ン 集 長　 　 　

問 ４　 ㋓ ヘ ン 狭 性

 　 　 ２ 　 何 の ヘ ン 哲 も な い　

    　 　 ３ 　 諸 国 を ヘ ン 歴 す る　 　 　

    　 　 ４ 　 ヘ ン 屈 な 性 格
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問 ５ 〜 問 ９　 空 欄 

　 　 ａ 　 　 〜 　 　 ｅ 　 　 に 入 れ る 語 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ 〜

５ の う ち か ら 、 そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 ５　 　  ａ  　 　 　 問 ６　 　  ｂ  　 　 　 問 ７　 　  ｃ  　 　 　 問 ８　 　  ｄ  　 　 　 問 ９　 　  ｅ  　 　

１ 　 先 天 的　

２ 　 政 治 的　

３ 　 思 想 的　

４ 　 科 学 的

５ 　 根 本 的

問 10 　 傍 線 部 Ａ に 「 驚 く べ き 」 と あ る が 、 そ の 理 由 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ 〜 ５

の う ち か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 平 和 な 世 界 協 調 の 時 代 に 、 ユ ダ ヤ 人 を 虐 待 す る よ う な 国 粋 主 義 思 想 を 世 界 中 に

強 制 す る 差 別 思 想 だ か ら 。

２ 　 数 学 や 物 理 の 行 き 詰 ま っ た 低 迷 状 態 を 打 破 し て 、 国 粋 的 主 義 的 独 自 の 学 説 に よ

り 学 界 を 活 性 化 し た か ら 。

３ 　 学 問 の 行 き 過 ぎ た 客 観 性 と 国 際 性 を 正 し て 、 民 族 性 を 加 味 し た 個 性 的 な 独 自 の

学 問 体 系 を 打 ち 立 て た か ら 。

４ 　 学 問 、 特 に 科 学 の 分 野 の 国 境 を 取 り 払 い 、 学 問 を 世 界 共 通 の 人 類 の 普 遍 的 遺 産

と し て 世 界 に 広 め た か ら 。

５ 　 自 国 の 独 自 性 を 最 優 先 す る あ ま り 、 客 観 的 か つ 公 平 で あ る べ き 学 問 の 本 質 を な

い が し ろ に し て い る か ら 。
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問 11 　 空 欄 

　 　 Ⅰ 　 　 〜 　 　 Ⅴ 　 　 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 の 組 み 合 わ せ を 、 次 の １ 〜 ５

の う ち か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 Ⅰ　 と こ ろ で　  Ⅱ　 あ た か も　  Ⅲ　 た と え　 　  Ⅳ　 だ が　 　 　  Ⅴ　 も し　

２ 　 Ⅰ　 あ た か も　  Ⅱ　 た と え　 　  Ⅲ　 と こ ろ で　  Ⅳ　 も し　 　 　  Ⅴ　 だ が

３ 　 Ⅰ　 た と え　 　  Ⅱ　 だ が　 　 　  Ⅲ　 も し　 　 　  Ⅳ　 あ た か も　  Ⅴ　 と こ ろ で

４ 　 Ⅰ　 だ が　 　 　  Ⅱ　 た と え　 　  Ⅲ　 あ た か も　  Ⅳ　 と こ ろ で　  Ⅴ　 も し

５ 　 Ⅰ　 も し　 　 　  Ⅱ　 と こ ろ で　  Ⅲ　 た と え　 　  Ⅳ　 だ が　 　 　  Ⅴ　 あ た か も

問 12 　 傍 線 部 Ｂ 「 つ ま び ら か に 」 の 意 味 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ 〜 ５ の う ち か

ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 難 解 な 謎 を 解 き 明 か し て

２ 　 重 箱 の 隅 を ほ じ く る よ う に

３ 　 枝 葉 末 節 の 違 い に こ だ わ り

４ 　 詳 し く か つ 分 か り 易 く

５ 　 普 遍 的 な 観 点 に 立 っ て

問 13 　 傍 線 部 Ｃ の よ う に 「 あ た か も 、 例 え ば 」 の よ う な 語 を 使 い 、 こ の 表 現 が 比 喩 で あ

る こ と を 明 示 し た 修 辞 法 を 何 と い う か 。 次 の １ 〜 ５ の う ち か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 擬 人 法　 　 　 ２ 　 暗 喩　 　 　 ３ 　 隠 喩　 　 　 ４ 　 直 喩　 　 　 ５ 　 声 喩
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問 14 　 次 の 文 を 本 文 の 本 来 あ っ た 箇 所 に 戻 す 場 合 、 最 も 適 切 な 箇 所 を 、 本 文 中 の 
　 　 ① 　 　 〜 　 　 ⑤ 　 　 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

　 む し ろ 多 年 の 歴 史 的 環 境 が わ れ わ れ を し て か く あ ら し め た と 考 え

る こ と が で き る か ら で あ る 。

問 15 　 傍 線 部 Ｄ 「 こ れ 」 の 指 示 す る 内 容 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ 〜 ５ の う ち か

ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 芸 術 に お け る 情 趣 的 感 覚

２ 　 諸 芸 道 の 独 自 的 な 発 達

３ 　 わ が 国 語 の 特 異 性

４ 　 日 本 文 化 の 特 質

５ 　 同 一 の 意 の 言 語

問 16 　 傍 線 部 Ｅ 「 諦
て い ね ん

念 」 と は 「 あ き ら め の 境 地 」 の こ と で あ る 。 こ の 語 は 森 鷗 外 が 達 し

た 晩 年 の 心 境 と し て も 有 名 で あ る 。 で は そ の 鷗 外 の 代 表 作 を 、 次 の １ 〜 ５ の う ち か

ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 雁

２ 　 吾 輩 は 猫 で あ る

３ 　 破 戒

４ 　 暗 夜 行 路

５ 　 羅 生 門

問 17 　 傍 線 部 ① 〜 ⑥ の 「 抽 象 的 」 と い う 語 の う ち 、 本 来 は 「 具 象 的 」 で あ っ た も の を 故

意 に （ わ ざ と ） 「 抽 象 的 」 に 書 き 換 え た も の が 一 つ あ る 。 そ れ を 選 び な さ い 。
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問 18 　 本 文 の 内 容 （ 筆 者 の 主 張 ） に 最 も 合 う も の を 、 次 の １ 〜 ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な

さ い 。

１ 　 日 本 精 神 と い う も の は 、 民 族 に 元 々 備 わ っ て い た も の で は な く 、 後 天 的 に 歴 史

過 程 の 中 で 培 わ れ た も の で あ る 。

２ 　 従 来 の 精 神 思 想 を 頑 な に そ の ま ま 保 持 す る の で は な く 、 臨 機 応 変 に 環 境 の 変 化

に 適 応 さ せ て い く 必 要 が あ る 。

３ 　 従 来 の 日 本 文 化 が 科 学 的 思 想 に お い て 貧 困 で あ っ た 、 と い う よ う な 説 の 過 ち に

こ そ 早 く 気 付 く べ き で あ る 。

４ 　 日 本 文 化 の 特 質 は 具 象 的 な 直 観 的 な も の で あ り 、 論 理 的 思 考 は 、 先 天 的 に 欠 如

し て い た と み る べ き で あ る 。

５ 　 日 本 の 伝 統 的 な 学 術 に お い て 「 数 学 」 だ け は 抽 象 性 を 備 え 、 か つ 具 体 的 事 物 の

上 に 利 用 で き る も の で あ っ た 。

 二  次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 　 Ⅰ 　 　

　 国 勢 調 査 に よ れ ば 、 五 十 歳 時 で 結 婚 経 験 が 一 度 も な い 人 の 割 合 は 、 一 九 七 〇 年 に は 男

性 一 ・ 七 ％ 、 女 性 三 ・ 三 ％ に す ぎ ま せ ん で し た 。 し か し 、 二 〇 二 〇 年 に は 男 性 が 二 八 ・

三 ％ 、 女 性 は 一 七 ・ 八 ％ ま で 大 幅 に 上 昇 し ま し た 。 未 婚 率 は 当 初 の 推 計 を 上 回 る 勢 い で

上 昇 し て お り 、 「 誰 も が 一 生 に 一 度 は 結 婚 す る 」 と い う 皆
か い こ ん

婚 社 会 は ① 終 焉 し た と い え ま

す 。

　 高 度 成 長 期 の 皆 婚 社 会 を 支 え て い た の は 主 に 職 場 で あ り 、 一 九 七 〇 年 代 に 結 婚 し た 三

組 に 一 組 が 職 縁 結 婚 で し た 。 企 業 は 終 身 雇 用 と 年 功 序 列 の 日 本 型 経 営 の も と 社 員 の 結 婚

を 支 え 、 家 庭 を 妻 に 任 せ て 働 く 忠 誠 心 あ る 企 業 戦 士 を 求 め て い た の で す 。

　 し か し 、 そ の 後 、 非 正 規 雇 用 の 増 加 な ど 就 労 構 造 が 変 化 し 、 職 場 で の 出 会 い が 減 り ま

し た 。 一 九 九 〇 年 代 に 入 る と 、 配 偶 者 選 択 に お け る 自 助 努 力 の 側 面 が 高 ま り ま し た 。

二 〇 〇 〇 年 代 に は 「 婚 活 」 と い う 言 葉 が 急 速 に 社 会 に 浸 透 し て い き 、 近 年 で は イ ン タ ー

ネ ッ ト が 新 た な マ ッ チ メ ー カ ー と し て そ の 存 在 感 を 増 し て い ま す 。

　 二 〇 二 二 年 十 一 月 に 明 治 安 田 生 命 が 発 表 し た ア ン ケ ー ト 調 査 で は 、 同 年 結 婚 し た 夫 婦
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の 「 出 会 い の き っ か け 」 は 、
（ 注 １ ）
マ ッ チ ン グ ア プ リ が 二 二 ・ 六 ％ の ト ッ プ に 躍 り 出 ま し

た 。 デ ー タ を 活 用 す る こ と で 生 活 の 利 便 性 や 効 率 化 を 進 め る の が デ ジ タ ル 社 会 で あ り 、

結 婚 相 手 を 探 す と い う 作 業 も デ ジ タ ル の 領 域 へ と ② 移 譲 さ れ つ つ あ る こ と は 、 と く に 驚

く べ き こ と で は な い か も し れ ま せ ん 。

　 大 学 の 講 義 で マ ッ チ ン グ ア プ リ に つ い て 話 す と 、 最 近 は 「 自 分 も 利 用 し た こ と が あ

る 」 「 友 人 が 利 用 し て い る 」 と い う 反 応 が 頻 繁 に 出 ま す 。 少 し 前 で あ れ ば 、 他 人 に 話 す こ

と を 憚
は ば か

る 人 が 多 か っ た 印 象 で す が 、 そ の 傾 向 が 薄 れ つ つ あ る こ と を 実 感 し ま す 。

　 　 二 　 　

　 　 　 Ⅰ 　 　 、 年 配 者 を 中 心 に マ ッ チ ン グ ア プ リ に 対 し て 否 定 的 な 感 情 を 抱 く 人 は 多 い で

し ょ う 。 正 直 、 私 自 身 も 世 代 的 な 感 覚 と し て そ の 心 情 は わ か ら な く も な い の で す が 、 で

は そ の 理 由 は 何 か と 考 え て み る と 案 外 難 し い も の で す 。

　 　 　 Ⅱ 　 　 一 つ の 理 由 と し て 、 マ ッ チ ン グ ア プ リ で の 出 会 い は 、 「 正 し い 出 会 い で は な

い 」 と い う 意 識 が あ る よ う に 思 い ま す 。

　 　 　 Ⅲ 　 　 「 マ ッ チ ン グ ア プ リ で 出 会 っ た 」 と 周 囲 に 伝 え る の を た め ら う 状 況 が あ る と

聞 き ま す 。 お そ ら く 、 マ ッ チ ン グ ア プ リ で の 出 会 い は 人 び と が 抱 く 「 正 し さ 」 か ら 外 れ た

も の だ と い う 感 覚 が あ る わ け で す 。

　 　 　 Ⅳ 　 　 、 結 婚 の 歴 史 を 見 れ ば 、 出 会 い の 「 正 し さ 」 を め ぐ る 社 会 規 範 は 変 化 し 続 け

て き ま し た 。 そ も そ も 「 好 き な 人 と 結 婚 す る 」 こ と 自 体 が 否 定 的 に 見 ら れ た 時 代 も 長 く

あ り ま し た 。

　 仲 人 を 立 て た 見 合 い 結 婚 だ け が 「 正 し い 」 と さ れ た 戦 前 は 、 恋 愛 や 男 女 交 際 そ れ 自 体

が 恥 ず べ き こ と で し た 。 恋 愛 結 婚 は 「 畜 生 婚 」 や 「 野
や ご う

合 」 な ど と 呼 ば れ 、 ま と も な 家 の

人 間 な ら 「 見 合 い 」 を 経 て 結 婚 す る も の だ と 考 え ら れ て い た の で す 。

　 九 〇 年 代 に は 「 合 コ ン 」 が 普 及 し ま す が 、 現 在 で も 結 婚 披 露 宴 で は 「 友 人 の 開 い た 食

事 会 」 と い う 慎 重 な 表 現 が 用 い ら れ た り し ま す 。

　 　 　 Ⅴ 　 　 、 わ れ わ れ の 抱 い て い る 「 出 会 い の 正 し さ 」 は 、 さ ほ ど 自 明 な も の で は な い と

い う こ と で す 。 今
こ ん に ち

日 ス マ ホ を 使 用 し な い で 知 人 と 連 絡 を と る こ と が Ａ 不 可 能 な よ う に 、

デ ジ タ ル 化 が 進 行 す る 社 会 に お い て 、 マ ッ チ ン グ ア プ リ が 今 後 そ の 存 在 感 を 増 し て い く

こ と は Ｂ 不 可 逆 的 な 現 象 と と ら え る べ き だ と 思 い ま す 。

　 も う 一 つ の 理 由 と し て 、 「 マ ッ チ ン グ ア プ リ の 出 会 い は 危 険 だ 」 と い う 意 識 の 存 在 が

あ る と 思 い ま す 。 素 性 が 知 れ な い こ と や そ の 手 軽 さ が 「 リ ア ル 」 な 出 会 い に 比 べ て 危 険

だ と い う 認 識 で す 。
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　 実 際 に ニ ュ ー ス で も マ ッ チ ン グ ア プ リ に 関 連 し た 事 件 が た び た び 報 道 さ れ る の で 、 人

び と が こ う し た 懸 念 を 抱 く の も 、 も っ と も に 思 え ま す 。 た だ 、 「 マ ッ チ ン グ ア プ リ だ け が

そ ん な に 危 険 な の か 」 と い う 視 点 も 一 方 で 大 切 で し ょ う 。

　 こ ち ら も 歴 史 を 振 り 返 れ ば 、 男 女 の 出 会 い を 危 険 視 す る 言 説 は い つ の 時 代 も あ ふ れ て

い ま す 。 戦 前 は 男 女 が 同 じ 空 間 に い る こ と 自 体 を 危 険 視 す る 道 徳 が 規 範 化 さ れ て い た

し 、 戦 後 も 学 校 教 育 で 男 女 交 際 を 危 険 視 す る 言 説 は 長 ら く 支 配 的 で し た 。

　 結 婚 媒 介 業 や 結 婚 相 談 所 も 、 す で に 明 治 時 代 に は 数 多 く 登 場 し て お り 、 当 時 か ら そ の

危 険 性 は メ デ ィ ア で 語 ら れ て い ま し た 。 自 分 た ち の 世 代 に な か っ た も の や 新 奇 な も の を

危 険 視 す る 傾 向 は 

　 　 Ｘ 　 　 な 現 象 と い っ て も よ い で し ょ う 。 マ ッ チ ン グ ア プ リ が 危 険 で

は な い と 言 い た い わ け で は な く 、 対 面 で 出 会 う 場 合 で も 、 出 会 い に は 危 険 が つ ね に つ き

ま と う 可 能 性 が あ る と い う こ と で す 。

　 マ ッ チ ン グ ア プ リ に 限 ら ず 、 日 常 生 活 に は ス マ ホ が 要 因 の 危 険 以 上 に 、 ス マ ホ が あ っ

た お か げ で 回 避 で き た 危 険 の 事 例 も 多 く あ る よ う に 思 い ま す 。 マ イ ナ ス な 側 面 の み を 過

剰 に ク ロ ー ズ ア ッ プ し 、 一 括 し て 否 定 す る の は 冷 静 な 議 論 を 阻 む よ う に 思 い ま す 。

　 旧 来 の 「 正 し さ 」 へ の 思 い 込 み か ら マ ッ チ ン グ ア プ リ を 否 定 す る の で は な く 、 デ ジ タ

ル 社 会 に お け る 出 会 い の 変 容 を 前 提 に 、 つ な が り の 形 成 を ど う サ ポ ー ト す る か を 議 論 し

て い く ほ う が 、 建 設 的 だ と い え る で し ょ う 。

　 　 三 　 　

　 マ ッ チ ン グ ア プ リ が 及 ぼ す 社 会 的 な 影 響 を 考 え て み ま し ょ う 。 第 一 に 、 既 存 の 価 値 観

を Ｃ 補 強 す る と い う 側 面 が あ る よ う に 思 い ま す 。 マ ッ チ ン グ ア プ リ の よ う な 新 し い 手 段

が 登 場 す る と 、 世 間 で は そ れ が 「 ど う 社 会 を 変 え る か 」 と い う こ と に 関 心 が 集 ま り ま

す 。

　 し か し 、 新 た に 登 場 し た 手 段 が 必 ず し も 新 し い 価 値 観 を 生 む わ け で は な い と い う 視 点

も 大 事 で す 。 む し ろ 、 新 し い 手 段 が 旧 来 の 価 値 観 を 補 強 す る こ と も あ り え ま す 。

　 な ぜ な ら 、 

　 　 Ｙ 　 　

　 Ａ Ｉ に よ る
（ 注 ２ ）
ア ル ゴ リ ズ ム は 各 個 人 の 初 期 傾 向 に 沿 っ て 生 成 さ れ る た め 、 す で に 存

在 す る 価 値 観 を よ り Ｄ 弱 体 化 す る 傾 向 を も っ て い ま す 。 マ ッ チ ン グ ア プ リ も ま た 、 社 会

通 念 に 沿 っ て そ れ を 後 押 し す る か た ち で 、 結 婚 に 際 し て 異 性 に 求 め る
（ 注 ３ ）
ス ペ ッ ク 等 に

お い て 、 既 存 の 結 婚 観 を 補 強 し て い く 可 能 性 が あ り ま す 。 こ れ が 異 質 な 他 者 へ の 理 解 を

妨 げ る こ と も 考 え ら れ ま す 。

　 以 前 、 筆 者 が あ る 結 婚 相 談 所 で 取 材 を 行 な っ た 際 、 最 近 は 「 結 婚 で き な い 」 と い う 理
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由 で は な く 、 「 よ り 良 い 結 婚 を す る た め に 」 と い う 理 由 で 、 二 十 代 前 半 か ら 結 婚 相 談 所

を 利 用 す る 女 性 が 増 え て い る と い う 話 を 聞 き ま し た 。 結 婚 相 談 所 で は 学 歴 や 年 収 、 趣

味 、 家 族 構 成 な ど の 詳 細 な 情 報 を 得 ら れ て 、 「 条 件 の 合 わ な い 人 」 を 事 前 に 排 除 で き る

た め 、 リ ス ク が 少 な く 合 理 的 な 手 段 だ と 認 識 さ れ て い る の で す 。

　 し か し 、 効 率 性 を 求 め 、 自 身 の 利 益 を 最 大 化 す る 行 為 が 支 配 的 に な れ ば 、 や が て 自 分

が 「 価 値 が あ る 」 と 考 え た 人 と だ け 交 流 す る こ と に な り か ね ま せ ん 。

　 「 コ ス パ 」 や
（ 注 ４ ）
「 タ イ パ 」 を 重 視 し 、 学 歴 や 年 収 、 外 見 な ど の 条 件 で 相 手 を 絞 り 込 む

こ と は 、 旧 来 の 結 婚 観 を か え っ て 強 化 し て い な い か と い う 懸 念 で す 。 す で に 存 在 す る

「 ス ペ ッ ク の 社 会 的 序 列 」 が よ り い っ そ う 固 定 化 さ れ る 可 能 性 が あ る よ う に 思 い ま す 。

　 ア プ リ は 人 び と を 「 最 適 解 」 へ と 導 い て く れ ま す が 、 そ こ で は Ｅ 偶 然 性 が 奪 わ れ ま す 。

人 は 他 者 と の 偶 然 の 出 会 い や 関 わ り の な か で 、 絶 え ず 価 値 観 の 修 正 や 刷 新 を 行 な う も の

で す 。 し か し 、 固 定 化 さ れ た 最 適 解 に 従 う こ と で 、 自 分 に 合 わ な い （ と 思 い 込 ん だ ） 他

者 へ の 理 解 や 自 身 が 変 わ る 可 能 性 が 阻 害 さ れ て し ま い ま す 。

　 そ も そ も 「 最 適 解 」 と は そ の 時 点 に お け る 個 人 か ら 導 出 さ れ た も の に す ぎ ず 、 長 い 目

で 見 て 最 適 解 で あ る と い う 保 証 は あ り ま せ ん 。 こ れ ら の こ と を 省 み る 機 会 が 奪 わ れ 、 自

由 を 奪 わ れ る こ と が あ る よ う に 思 い ま す 。

　 さ ら に 指 摘 し て お き た い の は 、 個 々 人 の 合 理 的 行 為 が 社 会 全 体 に 合 理 的 に 働 く と は 限

ら な い と い う こ と で す 。

　 実 際 、 マ ッ チ ン グ ア プ リ の 普 及 は 成 婚 率 に そ れ ほ ど 寄 与 し て い な い と い う 調 査 結 果 も

あ り ま す 。 婚 姻 件 数 全 体 に 占 め る 「 ア プ リ で の 出 会 い 」 の 割 合 は た し か に 増 え て い ま す

が 、 婚 姻 数 の 増 加 に は 貢 献 し て い な い 可 能 性 が 指 摘 さ れ ま す 。 

　 　 ① 　 　

　 個 々 の 単 位 で 見 た と き に は 合 理 的 な 行 動 で あ っ て も 、 み な が 同 じ よ う な 行 動 を と っ て

し ま う と 、 全 体 と し て は 悪 い 状 況 が も た ら さ れ て し ま う こ と を 「 合 成 の ③ 誤 謬 」 と い い

ま す 。 各 人 が 効 率 的 に パ ー ト ナ ー 選 択 を 行 な っ て い る と 考 え て い て も 、 そ れ が 社 会 全 体

の マ ッ チ ン グ を 効 率 化 す る と は 限 ら な い の で す 。 

　 　 ② 　 　

　 た と え ば 、 男 性 で あ れ ば 外 見 や 年 齢 、 女 性 で あ れ ば 年 収 や 学 歴 、 職 業 と い っ た ス ペ ッ

ク に 過 剰 に と ら わ れ 妥 協 も 難 し く 、 い わ ゆ る 「 高 ス ペ ッ ク 」 の 男 女 に 人 気 が 集 中 し て し

ま う 状 況 で す 。 各 人 が も っ て い る 初 期 傾 向 が よ り 固 定 化 さ れ る 結 果 、 全 体 に お い て マ ッ

チ ン グ の 非 効 率 が 生 じ る わ け で す 。 

　 　 ③ 　 　

　 も う 一 点 、 「 コ ミ ッ ト メ ン ト ・ フ ォ ビ ア 」 に つ い て 述 べ て お き ま す 。 オ ン ラ イ ン で の

マ ッ チ ン グ は 、 パ ー ト ナ ー 選 択 の 範 囲 を 大 幅 に 拡 大 し ま し た 。 一 人 当 た り の パ ー ト ナ ー

－30－



候 補 の 人 数 は リ ア ル な 出 会 い と は 比 較 に な り ま せ ん 。 

　 　 ④ 　 　

　 選 択 の 範 囲 が 広 が る こ と で 、 「 も し か し た ら も っ と 良 い 人 が い る か も し れ な い 」 と 人

び と が 理 想 の パ ー ト ナ ー を 探 し 続 け て し ま う よ う な 状 況 に 陥 り う る こ と は 以 前 か ら 指 摘

さ れ て き た こ と で す 。 マ ッ チ ン グ ア プ リ は こ う し た 傾 向 を よ り 推 し 進 め る 可 能 性 が あ り

ま す 。

　 　 ⑤ 　 　

　 近 年 、 注 目 さ れ る 「 コ ミ ッ ト メ ン ト ・ フ ォ ビ ア 」 と は 、 端 的 に い え ば 、 特 定 の 誰 か と

深 い 関 係 に な る こ と を ④ 忌 避 （ 嫌 悪 ） す る 症 状 を 意 味 し ま す 。

　 パ ー ト ナ ー 選 択 の 可 能 性 が 無 限 に 拡 大 す る こ と で 、 特 定 の 関 係 に 深 く コ ミ ッ ト し て し

ま う こ と へ の ⑤ 躊 躇 が 生 じ る 。 あ る い は 、 い っ た ん 交 際 を 始 め て も 「 も っ と 良 い か も し

れ な い 」 別 の 可 能 性 が 持 続 的 関 係 を 脅 か す 。 特 定 の 相 手 に こ だ わ る イ ン セ ン テ ィ ブ が 低

減 し て し ま う こ と で 、 個 々 人 の 不 安 定 性 が 増 大 す る と い う こ と で す 。

　 社 会 学 者 の エ ヴ ァ ・ イ ル ー ズ は 、 と く に 男 性 に 「 コ ミ ッ ト メ ン ト ・ フ ォ ビ ア 」 傾 向 が 強

ま っ て い る と 指 摘 し ま す 。 恋 愛 市 場 で 男 性 に 重 視 さ れ る 経 済 的 資 源 は 加 齢 に よ り 高 ま る

傾 向 が あ り 、 性 的 魅 力 も 女 性 よ り 男 性 の ほ う が 持 続 期 間 が 長 い と 思 い 込 ま れ て い る と い

う の で す 。

　 一 方 、 女 性 は パ ー ト ナ ー 選 択 に お い て 出 産 な ど の 身 体 的 リ ミ ッ ト を 考 慮 す る 傾 向 が 強

く 、 選 択 肢 が 広 が る 状 況 で は 、 子 ど も や 献 身 的 な 関 係 を 求 め る 傾 向 の 強 い 女 性 が 不 利 な

状 況 に 置 か れ や す い 。 い つ ま で も 「 幻 想 」 に と ら わ れ 続 け て 「 コ ミ ッ ト メ ン ト 」 を 忌 避

す る 男 性 と 、 早 期 に 安 定 的 な 関 係 を 望 む 女 性 と の あ い だ で ミ ス マ ッ チ が 生 じ る と い う 指

摘 で す 。 議 論 の 余 地 は あ り ま す が 、 マ ッ チ ン グ ア プ リ が 及 ぼ し う る 社 会 的 影 響 の 一 つ と

し て 紹 介 し て お き ま す 。

　 　 四 　 　

　 以 上 、 マ ッ チ ン グ ア プ リ が 及 ぼ し う る 否 定 的 な 影 響 に つ い て 述 べ ま し た が 、 そ れ が 人 び

と の パ ー ト ナ ー 選 択 の 範 囲 を 広 げ 、 つ な が り を 促 す こ と は 疑 い よ う の な い 事 実 で す 。 社

会 的 孤 立 が 重 要 な 社 会 問 題 と な っ て い る 現 代 で は 、 ア プ リ を ど う 活 用 し て い く か と い う

議 論 が 不 可 欠 だ と 考 え て い ま す 。 た と え ば 、 性 的 マ イ ノ リ テ ィ な ど こ れ ま で 出 会 い の 場

や 機 会 が 制 限 さ れ て き た 人 び と に と っ て 、 マ ッ チ ン グ ア プ リ な ど の 新 た な 手 段 は 、 孤 立

を 解 消 す る う え で 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る と い う 指 摘 が あ り ま す 。

　 ほ か に も 、 マ ッ チ ン グ ア プ リ は さ ま ざ ま な 新 し い つ な が り を 生 み 出 す う え で 活 用 さ れ

て お り 、 趣 味 友 や シ ン グ ル ペ ア レ ン ト 同 士 な ど を マ ッ チ ン グ す る ビ ジ ネ ス も 登 場 し て い
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ま す 。 社 会 的 孤 立 が 進 行 す る 現 代 に お い て 、 マ ッ チ ン グ サ ー ビ ス が 多 様 な つ な が り を 促

す 可 能 性 に も 目 を 向 け る 必 要 が あ る で し ょ う 。

　 私 は 、 現 代 社 会 で 進 行 す る 社 会 的 孤 立 の 要 因 に さ ま ざ ま な 「 ミ ス マ ッ チ 」 が あ る と 考

え て い ま す 。 人 び と の ラ イ フ ス タ イ ル が 多 様 化 し 流 動 化 し て い る に も か か わ ら ず 、 社 会

は 依 然 と し て 旧 来 の 関 係 モ デ ル に 縛 ら れ 、 多 様 な ニ ー ズ や 関 係 性 を 受 け 止 め る 選 択 肢 を

用 意 で き て い な い 。 す で に 述 べ た よ う に 、 マ ッ チ ン グ ア プ リ は こ う し た 「 ミ ス マ ッ チ 」 を

さ ら に 推 し 進 め る 可 能 性 も あ れ ば 、 そ の 反 対 に 多 様 な 関 係 の マ ッ チ ン グ を 生 み 出 し 孤 立

を 解 消 す る 可 能 性 も 秘 め て い る よ う に 思 い ま す 。

　 現 代 は デ ジ タ ル 社 会 が も た ら し う る 「 多 様 性 の 排 除 」 に 抗 い つ つ 、 「 多 様 な つ な が り

を 促 す 仕 組 み 」 を 構 築 す る と い う 難 し い 舵 取 り を 求 め ら れ て い ま す 。

　 と も す れ ば 、 パ ー ト ナ ー 選 択 や つ な が り へ の 第 三 者 の 介 入 は 既 存 の 価 値 観 の 押 し つ け

に な っ て し ま い ま す が 、 こ う し た 介 入 を 個 人 の 自 由 を 脅 か す も の と し て 否 定 す る だ け で

は 進 行 す る 孤 立 の 問 題 に 対 処 で き ま せ ん 。

　 家 族 関 係 や そ の 他 の 社 会 関 係 を 再 構 築 す る う え で 、 マ ッ チ ン グ ア プ リ が 果 た す ポ ジ

テ ィ ヴ な 可 能 性 を 注 視 す べ き で し ょ う 。 マ ッ チ ン グ ア プ リ の 普 及 に よ り 、 い ま 以 上 に 多 様

な パ ー ト ナ ー シ ッ プ の あ り 方 が 期 待 で き 、 学 歴 や 年 収 、 居 住 地 な ど 、 物 理 的 な 要 因 に 縛

ら れ た 家 族 の 結 び つ き で は な く 、 趣 味 や 価 値 観 と い っ た 「 人 間 性 」 で つ な が る 家 族 や

パ ー ト ナ ー が 増 え る 可 能 性 も あ る よ う に 思 い ま す 。

（ 注 １ ） 恋 愛 や 結 婚 を し た い 男 女 を 繋 ぎ 、 そ の 出 会 い の 手 助 け を す る サ ー ビ ス 。

（ 注 ２ ） 問 題 を 解 決 す る た め の 手 順 や 計 算 方 法 。

（ 注 ３ ） 年 齢 ・ 職 業 ・ 年 収 ・ 家 族 構 成 な ど の 異 性 に 対 し て 魅 力 と な る 特 徴 ・ 能 力 ・ 属 性 の 要 素 。

（ 注 ４ ） 「 タ イ ム パ フ ォ ー マ ン ス 」 の 略 語 。 時 間 を 効 率 的 に 使 お う と す る 考 え 方 。

 『Voice 』　 マ ッ チ ン グ ア プ リ は 「 家 族 」 を 変 え る か　 　 阪 井　 裕 一 郎

問 19 　 傍 線 部 ① 〜 ⑤ の 語 の 読 み と し て 間 違 っ て い る も の を 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 終
し ゅ う え ん

焉　 　 　 ２ 　 移
い じ ょ う

譲　 　 　 ３ 　 誤
ご し ん

謬　 　 　 ４ 　 忌
き ひ

避　 　 　 ５ 　 躊
ち ゅ う ち ょ

躇
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問 20 〜 問 23 　 空 欄 

　 　 一 　 　 〜 　 　 四 　 　 に は そ れ ぞ れ 、 そ の 後 の 文 の 内 容 を 端 的 に 表 す 小

題 （ 小 見 出 し ） が 入 っ て い た 。 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ 〜 ５ の う ち か ら 一 つ ず つ 選

び な さ い 。

問 20 　 　  一  　 　 　 問 21 　 　  二  　 　 　 問 22 　 　  三  　 　 　 問 23 　 　  四  　 　

１ 　 マ ッ チ ン グ ア プ リ に 対 す る 否 定 的 な 意 識

２ 　 マ ッ チ ン グ ア プ リ は 社 会 を ど う 変 え る か ？　

３ 　 未 婚 率 の 上 昇 が も た ら し た 皆 婚 社 会

４ 　 マ ッ チ ン グ ア プ リ と こ れ か ら の 社 会

５ 　 デ ジ タ ル 化 す る 「 出 会 い 」

問 24 　 空 欄 

　 　 Ⅰ 　 　 〜 　 　 Ⅴ 　 　 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 の 組 み 合 わ せ を 、 次 の １ 〜 ５

の う ち か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 Ⅰ　 と は い え　   Ⅱ　 ま ず　 　 　   Ⅲ　 い ま も　   Ⅳ　 た だ　 　 　   Ⅴ　 つ ま り

２ 　 Ⅰ　 ま ず　 　 　   Ⅱ　 と は い え　   Ⅲ　 た だ　 　   Ⅳ　 つ ま り　 　   Ⅴ　 い ま も

３ 　 Ⅰ　 い ま も　 　   Ⅱ　 た だ　 　 　   Ⅲ　 つ ま り　   Ⅳ　 ま ず　 　 　   Ⅴ　 と は い え

４ 　 Ⅰ　 た だ　 　 　   Ⅱ　 い ま も　 　   Ⅲ　 ま ず　 　   Ⅳ　 と は い え　   Ⅴ　 つ ま り

５ 　 Ⅰ　 つ ま り　 　   Ⅱ　 と は い え　   Ⅲ　 い ま も　   Ⅳ　 た だ　 　 　   Ⅴ　 ま ず
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問 25 　 傍 線 部 Ａ 〜 Ｅ の う ち 故 意 に （ わ ざ と ） 間 違 っ た 語 に 書 き 換 え て あ る も の が 一 つ あ

る 。 そ れ を 次 の １ 〜 ５ の う ち か ら 、 選 び な さ い 。

１ 　 Ａ　 不 可 能　 　

２ 　 Ｂ　 不 可 逆 的　 　 　

３ 　 Ｃ　 補 強　 　

４ 　 Ｄ　 弱 体 化　

５ 　 Ｅ　 偶 然 性

問 26 　 空 欄 

　 　 Ｘ 　 　 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の １ 〜 ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な さ

い 。
１ 　 支 配 的　 　 　 ２ 　 普 遍 的　 　 　 ３ 　 歴 史 的　 　 　 ４ 　 時 代 的　 　 　 ５ 　 科 学 的

問 27 　 空 欄 

　 　 Ｙ 　 　 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の １ 〜 ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な

さ い 。

１ 　 「 出 会 い の 目 的 」 が 多 様 化 し て も 、 「 出 会 い の 手 段 」 が 画 一 化 す る 可 能 性 が あ る

か ら で す 。

２ 　 「 出 会 い の 手 段 」 が 画 一 化 し て も 、 「 出 会 い の 目 的 」 が 多 様 化 す る 可 能 性 が あ る

か ら で す 。

３ 　 「 出 会 い の 目 的 」 が 多 様 化 し て も 、 「 出 会 い の 手 段 」 が 多 様 化 す る 可 能 性 が な い

か ら で す 。

４ 　 「 出 会 い の 手 段 」 が 画 一 化 し て も 、 「 出 会 い の 目 的 」 が 多 様 化 す る 可 能 性 が な い

か ら で す 。

５ 　 「 出 会 い の 手 段 」 が 多 様 化 し て も 、 「 出 会 い の 目 的 」 が 画 一 化 す る 可 能 性 が あ る

か ら で す 。
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問 28 　 次 の 文 を 本 文 の 本 来 あ っ た 箇 所 に 戻 す 場 合 、 最 も 適 切 な 箇 所 を 、 本 文 中 の  
　 　 ① 　 　 〜 　 　 ⑤ 　 　 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

し か し 、 こ う し た 状 況 が 「 決 定 」 や 「 持 続 的 関 係 」 を 困 難 に す る 

可 能 性 が あ り ま す 。

問 29 　 本 文 の 内 容 （ 筆 者 の 主 張 ） に 最 も 合 う も の を 、 次 の １ 〜 ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な

さ い 。

１ 　 五 十 歳 時 で 結 婚 経 験 が 一 度 も な い 人 の 割 合 は 、 一 九 七 〇 年 も 二 〇 二 〇 年 も 男 性

よ り 女 性 の 方 が 多 い 。

２ 　 九 〇 年 代 は 「 合 コ ン 」 が 見 合 い の 場 だ っ た が 、 現 在 で は 「 結 婚 披 露 宴 」 が 見 合

い の 場 に な り つ つ あ る 。

３ 　 マ ッ チ ン グ ア プ リ が 及 ぼ す 否 定 的 な 面 ば か り に 注 目 せ ず 、 ポ ジ テ ィ ブ な 可 能 性

を 注 視 し て い く べ き だ 。

４ 　 男 性 は 加 齢 と と も に 経 済 資 源 が 増 す が 、 性 的 魅 力 は 女 性 よ り 男 性 の 方 が 減 少 す

る 傾 向 が あ る 。

５ 　 現 代 社 会 で 進 行 す る 社 会 的 孤 立 の 要 因 と な っ て い る マ ッ チ ン グ ア プ リ は 、 個 人

の 自 由 を 脅 か す も の だ 。
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